
跡
見
学
園
女
子
大
学

一
般
教
育
紀
要

第
五
号

(平
成
元
年
三
月
十
五
日
)

「時

任

謙

作

」
の
も

う

一
人

の
兄

・姉

・弟

の
行

方

i

『暗
夜
行
路
』
諸
本
追
跡
1

町

田

栄

末
稍
、
些
事
に
す
ぎ
ぬ
が
、
右
に
掲
げ
た
標
題

の
ご
と
ご
と
に
つ
い
て
事
実
だ

け
を
記
し
て
み
た
い
。

現
在
、
『暗
夜
行
路
』
に
登
場
す
る
時
任
家
の
兄
妹

は
、
兄
信
行
、
主
人
公
謙

作
、
妹
咲
子
、
そ
の
下
の
異
母
妹
妙
子
の
四
人
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
、
作
中
に
枢

要
な
役
を
ふ
ら
れ
て
活
躍
し
て
い
る
。

し
か
し
、
完
全
に
こ
の
四
人
に
お
さ
ま
る
ま
で
に
、
登
場
以
来
、
三
十
年
間
の

形
成
史
を
持

つ
。
過
剰
な
言
を
弄
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
作
中
人
物

の
進
退
は
、

字
句
修
正
な
ど
の
比
で
は
な
い
。

こ
こ
で

〈
現
在
〉
と
い
う
の
は
、
も

っ
と
も
流
布
し
て
い
る
菊
判
紺
布
装
、
全

十
四
巻
別
巻

一
付

『志
賀
直
哉
全
集
』
(昭
四
八
・
五
・
一
八
～

四
九

・
一
二
二

〇

刊

岩
波
書
店
)
な
ら
び
に
そ
の
第
二
刷
、
全
十

五
巻

別
巻

一
付

『全
集
』
(昭
五

八
・
四
・
二
〇
～
五
九
・
七
・
ご
○
刊
)
の
中
で
、
第
五
巻

(昭
四
八
・
六
・
一
八
刊
、

第
二
刷
は
昭
五
八
・
八
・
一
九
刊
)
所
収
の
全

『暗
夜
行
路
』
を
指

す
。
第

二
刷

は

新
資
料
を
盛

っ
た
、
第
十
五
巻
を
最
終
配
本
に
増
補
し
た
の
で
あ
る
。
当
然
な
が

ら

一
、
二
刷
の
本
文
に
異
同
は
な
い
。
誤
植

は
正
さ
れ
て
い
る
。

二
刷

の

『暗
夜

行
路
』
が
決
定
本
だ
。

そ

の
本
文
は
、
紅
野
敏
郎
氏
が
新
書
判
薄
茶
布
装
、
全
十
七
巻

『志
賀
直
哉
全

集
』
(昭
三
〇

・
六
・
九
～
三
一
・
二
・
一
七
刊

岩
波
書
店
)
中

の
第
七
、
八
巻

(昭

三
〇

.
八
.
二
四
、
同
九

.
九
刊
)
所
収
の
も
の
を
底
本
に
用
い
、
主
に
雑
誌
発
表
の

も
の
と
校
合
し
て
い
る
。
『
日
本
近
代
文
学
大
系
31
志
賀
直
哉
集
』
(昭
四
六
・
一
・

一
〇
刊

角
川
書
店
)
所
収
の
そ
れ
も
、
遠
藤
祐
氏
が
同
様
の
作
業
を
ほ
ど
こ
し
て

い
る
。
こ
の
意
味
で
、
〈
現
在
〉
と
は
新
書

判

『全
集
』
所
収
の

『暗
夜
行
路
』

を
も

っ
て
成
立
し
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
志
賀
生
前
の
最
後
と
な

っ
た
、

こ
の

全
集
出
版
に
は
作
家
の
手
が
充
分
に
入

っ
て
い
る
。

〈
謙
作
き

ょ
う
だ
い
〉
に
限

っ
て
い
え
ば
、
す
こ
し
事
情
が
異
な
る
。
そ
の
前

に
、
多
少
の
経
緯
が
あ
る
。

か
つ
て
、
標
題
の
ひ
と
び
と
を
加
え
る
と
、
都
合
、
七
人
の

〈
き
ょ
う
だ
い
〉

が
登
場
す
る
。
正
確
に
は
、
最
大
限
七
人
に
数
え
ら
れ
る
構
想
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

同

一
時
点
で
七
人
、
で
は
な
い
。
作
中
に
、
あ
る
者
は
誕
生
前
で
あ

っ
た
り
、
消

え
去

っ
た
り
し
て
増
減
、
出
入
が
あ
る
。
単
純
に
、
雑
誌
初
出
に
描
か
れ
て
い
て
、

単
行
本
に
初
収
録
に
際
し
て
、
削
除
改
訂
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

究
極
的
に
消
え
去

っ
た
三
人
は
、
顕
著
な
活
躍
を
示
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
登
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場
し
た
以
上
、
作
品
世
界
で
生
き
る
可
能
性
を
与
え
ら
れ
て
い
た
は
ず
だ
。
作
家

の
構
想
裡
に
あ

っ
た
ひ
と
び
と
で
あ
る
。
い

っ
た
ん
は
登
場
し
て
、
活
動

の
場
を

得
ず
、
悲
運
に
も
失
踪
す
る
。
死
亡
者
で
は
な
い
。
物
理
的
に
、
削
除
改
訂
と
目

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
構
想
変
更
の
な
せ

る
わ
ざ
だ
。
〈
行
方
〉
と
称

す

る
ゆ

え
ん
で
あ
る
。
行
方
不
明
に
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
点
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う

に
、
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
る
。
生
存
期
間
は
短
く
な
い
か
ら

で
あ

る
。
〈も
う

一

人
の
兄
〉、
〈
姉
〉、
〈
弟
〉
を
惜
し
み
、
思
い
や
り
た
い
。

*

周
知
の
通
り
、
『暗
夜
行
路
』
は
そ
れ
と
題
さ
れ
て
、
終
始
、
『改
造
』
に
長
期

連
載

(大
一
〇
・
一
～
昭

=
丁

四
、
断
続
二
六
回
分
載
)
す
る
前
に
、
二
回
ほ
ど
部

分
的
な
先
行
、
試
行
発
表
を
し
て
い
る
。
現
前
篇

「第
一
こ

の

「十
三

・
十
四
」

章
に
あ
た
る

『憐
れ
な
男
』
(大
八
・
四

『中
央
公
論
』)
と
、
現

前
篇

「序
詞

(主

人
公
の
追
憶
)」
に
あ
た
る

『謙
作

の
追
憶
』

(大
九

・
一
『新
潮
』)
と
の
二
短
編
で

あ
る
。
後
者
を
編
入
す
る
と
き
、

つ
ま
り

一
年
後
、
『暗
夜
行
路
』
の
巻
頭

に
す

え
た
第

一
回
掲
載
時
に
、
「(
こ
の
一
篇
は
前

に
雑
誌

『新
潮
』
に
載
せ
た
事
が
あ

る
。
作
者
)」
と
付
記
し
て
い
る
。
至
近
距
離
に
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。

明
確
に

「時
任
謙
作
」
を
共
通

の
主
人
公
名
と
す
る
二
短
編
小
説
、
現
前
篇
部

の
頭
尾
を
画
す
位
置
を
占
め
る
ー

を
、
あ

ら
か
じ
め
発
表
し
て
置
い
た
も
の
ゆ

え
、
『暗
夜
行
路
』
前
篇
部
の
構
想
は
、
か
な
り
熟
し
て
い
る
と
思
わ

れ

る
。
射

程
を
き
め
た
有
効
な
布
石
で
あ
る
。

し
か
し
、
執
筆

の
方
は
は
か
ば
か
し
く
進

ま
な
い
。
出
来
た
と
こ
ろ
か
ら
、
掲

載
誌
も
特
定
せ
ず
に
発
表
し
て
い
く
と
い
う
、
短
編
連
作
の
形
式
を
踏
む
の
だ
。

窮
余

の
策
で
は
あ
る
。
が
、
特
異
な
執
筆
、
発
表
の
方
法
で
は
な
い
よ
う
だ
。
別
題

名
、
実
は
章
名
の
短
編
小
説
群
を
随
意
、
随
時
に
掲
載
し
て
、

の
ち
に
編
成
替
え

を
し
て
完
成
す
る
長
編
小
説
に
、
当
時
、
瀧
井
孝
作

『無
限
抱
擁
』
(昭
二
.
九

.

二
〇
刊

改
造
社
、
初
出
大

一
〇

・
八
～

一
三
・
九
各
誌
四
分
載
)
が
あ
る
。

さ
て
、
〈
謙
作
き
ょ
う
だ
い
〉
の
問
題
は
、
『憐
れ
な
男
』
に
始
ま
る
。
胚
胎
し
、

惹
起
す
る
。

主
人
公
は
、
「お
栄
」
と
い
う

「彼
の
祖
父
の
妾
だ

つ
た
四
十
四
五
の
女
」
と
、

「大
森
」

の
家
に
同
居
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
由
も
、
人
間
関
係
も
い

っ
さ
い

知
れ
ぬ
。
「時
任
謙
作
」
は
不
充
足
で
、
放
恣
な
生
活

を
送

る
、
背
後
に

「恐
し

い
、
醜
い
顔
を
し
た
亡
霊
」
を
負

っ
た
、
年
齢
不
詳

の
青
年
で
あ
る
。
免
れ
が
た

く
、
「憐
れ
な
男
」
を
自
認
す
る
主
人
公
な
の
だ
。

〈
き
ょ
う
だ
い
〉
は
二
人
が
登
場
す
る
。

ま
ず
、
ひ
と
り
は
命
名
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「横
須
賀
の
兄
」

で
あ

る
。
横

須

賀
在
住
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
。
そ

の
来
訪
が
何
が
な
し
に
、
し
き
り
に
待
た
れ

て
い
る
人
物
だ
。
主
人
公
は
あ
て
も
な
く
、
「
三
時
七
分
に
横
須
賀
か
ら

の
汽

車

が
着
く

(註
、
大
森
停
車
場
)。
来
れ
ば
そ
れ
だ
。
そ
れ
で
来
な
け
れ
ぽ
今
日
は

も

う
来
な
い
」
と
、
思
い
決
め
て
待

っ
て
い
る
。

の
ち
に
、
「鎌
倉

の
西
御

門

と

い

ふ
処
に
百
姓
屋
の
小
さ
い
離
れ
を
借
り
、
毎
日
円
覚
寺
の
僧
堂
に
通
ふ
」

と
語
ら

れ
る
、
兄

「信
行
」

の
原
型
で
あ
る
。
こ
の
日
も
、
「兄
に
会

へ
ば
自
然
そ

の
日

の
行
動
は
き
ま
る
が
、
若
し
兄
が
来
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
か
ら
先
ど
う
す
る
か

ま
る
で
わ
か
ら
な
か
つ
た
」
。

も
う
ひ
と
り
は
、
妹

「咲
子
」
で
あ
る
。
「本
郷
の
家

へ
行
か
う
か
し
ら

と
云

ふ
気
を

一
寸
持
つ
た
。
咲
子
と
云
ふ
十
七
に
な
る
妹
に
会
ひ
た
い
気
が
し
た
。
然

し
父
が
居

る
か
も
知
れ
な
い
と
思
ふ
と
又
急
に
厭
に
な

つ
た
。
而
し
て
咲
子
と
で

も
気
持
が
し
つ
く
り
行
き
さ
う
も
な
い
気
が
直
ぐ
し
て
来
る
」。
「咲
子
」
は
の
ち

に
、
「人
と
人
と
人
と
の
関
係
」

に
困
憊
し
た
主
人
公
に
緩
衝

の
、
慰
籍
の
、
と

き
に
恵
福
感
を
も
た
ら
す
役
割
が
課
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
、
不
快
な
父
子
関
係
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に
潤
滑
油
を
さ
す
働
き
を
ほ
の
見
せ
て
い
る
。
「兄
」
に
比
較

す
れ
ば
、
良
家

の

子
女
ら
し
い
消
極
的
な
機
能
だ
。
三
者
相
互

の
年
齢
差
は
わ
か
ら
な
い
。

二
日
間

の

「
ミ
ヂ

メ
」
な
生
活
を
決
定
し
、
先
導
し
た
の
は

「兄
」
で
あ
る
。

両
日
と
も
、
「横
須
賀

の
兄
」
は
来
な
い
。

主
人
公
は
不
安
定
に
も
、
彷
徨
す
る
。

な
ぜ
か
、
「横
須
賀

の
兄
」
も

「大
森
」

に
住
む
主
人
公
も
、
父
の
家
を
出
て
、

別
個

の
生
活
を
営
ん
で
い
る
。
「本
郷

の
家
」

の
家
族
は
、
「父
」
と

「妹
」
咲
子

と
が
描
か
れ
て
い
る
。
他
に
誰
れ
が
い
る
の
か
。
相
続
人
は
あ
る
の
か
。
こ
れ
ら

も
、
ま
た
不
明
だ
。

『憐
れ
な
男
』
と
い
う
短
編
に
完
結
性
、

独
立
性
は
な
い
。
よ

っ
て
来
た
事
情

ゴ

を
欠
く
。
現
況
の
断
面
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
末
尾
の

「豊
年
だ
。
豊
年
だ
」
は

無
為
、
不
毛
、
耽
溺
の
果
て
に
、
あ
る
救
抜
に
達
し
て
い
る
。
帰
着
地
だ
。
従

っ

て
、
こ
の
作
品
の
性
格
は
、
埋
蔵
量
の
豊
富

な
溯
及
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。

着
弾
点
を
き
わ
め
て
置
い
た
の
で
あ
る
。
以
降

の
逐
次
的
な
進
行
は
、
ひ
と
ま
ず

閉
じ
ら
れ
よ
う
。

だ
か
ら
、
後
年

(大

=

・
一
『改
造
』)、
現
後
篇

「第
三
」

の
第

コ

」
か
ら

「五
」
章
を
書
き
継
ぐ
と
き
、
「大
森
の
生
活
」
脱
出
を
語

っ
て
、
新

規

の

「京

都
」
生
活
に
始
め
る
。
時
間
も
連
続
せ
ず
、

コ

ト
月
程
」

の
間
隔
を
つ
け

て
飛

躍
し
た
の
だ
。

連
作
の
形
式
と
し
て
は
、
『謙
作
の
追
憶
』

一
編
を

つ
な
ぐ
に
と
ど

ま

る
。
全

六
章
の
挿
話
群
に
冠
し
て
、
標
題

の
わ
き
に
、
次
の
よ
う
な
た
だ
し
書
き
を
付
け

て
い
る
。(時
任
謙
作
は
母
と
祖
父
と
の
不
義
の
児
で
あ

つ
た
。
然
し
彼
は
そ
の
事
を

二
十
五
六
に
な
る
ま
で
知
ら
な
か
つ
た
。)

同
じ
く

「時
任
謙
作
」
を
主
人
公
に
立
て
た
、
第
二
回
の
発
表
作
で
あ
る
。
真

に
、
〈
謙
作
も
の
〉
と
称
す
る
に
足
り
よ
う
。
『憐
れ
な
男
』
の
現
平
面
に
、
寸
分

た
が
わ
ず
接
岸
し
て
い
る
。
-

「大
津

・
順
吉
」
を
主
人
公
名
と
す

る

(作
品

に
よ
っ
て
フ
ル
ネ
ー
ム
、
姓
、
名
で
表
記
さ
れ
る
)
四
作
品
、
す
な
わ
ち

『大
津
順
吉
』、

『和
解
』、
『鵠
沼
行
』、
『蝕
ま
れ
た
友
情
』
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
志
賀
自
身
を
、

等
し
く
主
人
公
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
物
語
は
た
が
い
に
緊
張
、
不
可
避

の
連
係
、
展
開
で
結
ば
れ
て
い
な
い
。
連
作
で
は
な
い
か
ら
だ
。

ふ
た
た
び
、
「憐
れ
な
男
」
物
語
を
提
出
す
る
。
そ

の

「
二
十
五
六
」
歳

の
内

奥
を
、
無
惨
な
出
自
を
知

っ
た
懊
悩
と
解
き
明
か
す
。
結
果
的

に
は
、
「母
と
祖

父
と
の
不
義

の
児
」
と
い
う
、
長
編
構
想
の
基
軸
を
予
告
し
て
い
る
。
こ
の
時
点

で
、
そ
れ
が

『時
任
謙
作
』、
も
し
く
は

『暗
夜
行
路
』
と
命
題
さ
れ
て

い
た
確

証
は
な
い
。
た
だ
、
『憐
れ
な
男
』
に
た
た
る

「恐
し
い
、
醜
い
顔
を
し
た
亡
霊
」

の
正
体
を
明
る
み
に
出
し
て
い
る
の
だ
。
母
も
、
祖
父

(実
父
)
も
、
鬼

籍

の
人

で
は
あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
出
生
の
秘
事
な
ど
誰
れ
も
教
え
ま
い
。

「
不
義

の
児
」
本
人
が

「
六
歳
」
時
の
、
「四
つ
か
五
つ
か
」

の
自
身

を
想

起

し
て
み
る
。
今
に
し
て
、
不
倫

の
子
と
思
い
あ
た
る
こ
と
ば

か
り

で
あ

っ
た
。

第

「
一
」
章

の
冒
頭
部
は
、

謙
作
が
自
分
に
祖
父
の
あ
る
事
を
知

つ
た
の
は
、
彼
の
母
が
死
ん
で
ニ
ケ
月

程
経
つ
て
、
不
意
に
祖
父
が
彼

の
前
に
現
は
れ
て
来
た
、
そ
の
時
で
あ

つ
た
。

其
時
彼
は
六
歳
で
あ

つ
た
。

母
の
死
と
入
れ
か
わ
っ
た
、
闖
入
者
が
少
年
の
人
生
を
に
ぎ

っ
て
動
か
し
始
め

る
。
死
と
と
も
に

「現
は
れ
て
来
た
」
と
は
、
文
字
通
り

「亡
霊
」
の
出
現
で
あ

る
。
i

『暗
夜
行
路
』

の
連
載
進
行
中
に
、
そ
れ
ま
で
謙
作
少
年
の
知

っ
て
い

た
の
は
、
母
方

の

「芝
の
祖
父
上
」
だ

っ
た
と
判
明
す
る
。
と
い

っ
て
も
、
出
生

地
は
知
れ
な
い
。

他
の
同
胞
が
皆
自
家
に
残

つ
て
居
る
の
に
自
分
だ
け
が
此
下
品
な
祖
父
に
引

き
と
ら
れ
た
事
は
子
供
な
が
ら
に
面
白
く
な
か
つ
た
。
然
し
不
公
平
に
は
幼
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児
か
ら
慣
ら
さ
れ
て
ゐ
た
。

そ
の
理
由
を
、
「他
人
に
訊
く
気
も
彼
に
は
起
こ
ら
な
か
つ
た
」。
も
し
聞
き
た

だ
す
と
す
れ
ぽ
、
「同
胞
」
中
に

「兄
」
し

か
あ
る
ま
い
。
『憐
れ
な
男
』
に
接
続

す
る
構
想
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
ら

の
挿
話
群
も

「兄
」
に
到
達
し
て
、

総
括
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

少
年
は

「本
郷
の
家
」
か
ら
中
根
岸
の

「祖
父
の
家
」
に
引
き
越
す
。
そ
こ
に

は

「
お
栄
と
い
ふ
二
十
三
四
の
女
」
が
い
る
。
「四
十
四
五
の
女
」
が

「
二
十

三

四
」
の
頃
は
、
「
二
十
五
六
」
歳

の
主
人
公
が

「
六
歳
」
で
あ
る
。
彼
我

ほ
ぼ
整

合
し
て
、
こ
れ
は
二
十
年
前
の
追
憶
だ
。
「
中
根
岸
」
の
家

か
ら

「大
森
」
住
い

の
間
に
、
約
二
十
年
間
が

一
挙
に
経
過
し
て

い
る
。

亡
き
母
の
痛
烈
、
哀
切
き
わ
ま
り
な

い
愛

情
、
「常
に
く

冷
た
か
つ
た
」
と

し
か
映
ら
ぬ
父
が
物
語
ら
れ
る
。
と
り
わ
け

「他
の
同
胞
」
、
「同
胞
は
皆
」

の
文

字
が
頻
出
す
る
。
幾
人
か
は
明
記
さ
れ
ぬ

〈
き
ょ
う
だ
い
〉
に
周
繞
さ
れ
な
が
ら
、

少
年
は
、
な
ぜ
と
も
知
れ
ぬ
差
別
、
孤
立
、
屈
辱
の
感
を
深
め
て
成
長
す
る
。

〈
き

ょ
う
だ
い
〉
と
の
交
渉
は
、
具
体
的

に
は
、
第

「六
」
章
に
寸
描
さ
れ
る
。

こ
こ
に
も
、
ド
ラ
マ
が
内
臓
さ
れ
て
い
よ
う
。
児
戯
と
し
て
軽
視
し
て
は
な
る
ま

い
。

一
編
の
最
終
章
で
あ
る
。

其
次

の
目
曜
珍
ら
し
く
彼
の
兄
と
弟
と
が
、
女
中
を
連
れ
て
根
岸

の
家

へ
遊

び
に
来
た
。
本
郷
の
家
の
者
が
根
岸
の
家
を
訪
れ
た
の
は
そ
れ
が
初
め
て
だ

つ
た
。
先
日
の
事
を
気
に
し
た
父
が
寄
越
し
た
に
違
ひ
な
か
つ
た
。

彼

の
兄
は
こ
れ
か
ら
三
河
島
の
田
甫
に
蛙
退
治
に
行
く
の
だ
と
云

つ
て
彼
を

誘

つ
た
。

新
た
に

「弟
」
を
ま
じ
え
る
。
「六
歳
」

の
謙
作
少
年

の

「弟
」
だ
か
ら
幼

児

で
あ
る
。

二
十
年
後
に

「十
七
」
に
な
る

「咲
子
」
は
ま
だ
生
れ
ず
、
異
母
妹
と

わ
か
る
。
「父
」

は
再
婚
し
た
の
で
あ
る
。

「女
中
を
連
れ
て
」
は
、
「弟
」
が
手
を
ひ
か
れ
、
お
ぶ
わ
れ
て
来
た
の
で
あ
ろ

う
。

「
三
河
島
の
田
甫
」

へ
行
く
に
も
、
守
り
役
の

「女
中
」
を
伴

っ
た
に
違

い

な
い
。

「弟
」
は
、
何
ひ
と
つ
活
動
を
見
せ
な
い
。
「他
の
同
胞
」
内
に
登
録

し

て
置
い
た
の
で
あ
る
。
作
家
の
構
想
に
、
「弟
」
は
確
実
な
席
を
占
め
て

い
た

の

だ
。第

「
六
」
章
の
主
人
公
は
謙
作
を
凌
い
で
、
「兄
」
に
代
わ
る
。
見
事

に
造

型

さ
れ
て
い
る
。
謙
作
は
享
受
者
に
す
ぎ
な
い
。
最
初
の

「本
郷
の
家
」
か
ら
の
来

訪
を
、
「父
が
寄
越
し
た
」
と
い
う
幼

い
推
測
に
は
保
留
が

つ
け
ら
れ

よ
う
。
少

年
の
期
待
や
甘
え
で
あ
る
。
「父
」
は
容
れ
ま
い
。
む
し
ろ
、
「兄
」

の
申
し
出
を

「
父
」
が
許
し
た
と
す
る
方
が
、
実
状
に
即
す
。
蓋
然
性
は
高
い
。
「
父
」
は

「先

日
の
事
を
気
に
し
て
」、
わ
ず
か
に
禁
制
を
解

い
た
の
で
あ
る
。
改
行
の
意
味
も
、

解
読
さ
れ
る
要
が
あ
ろ
う
。

「兄
」
は
、
ひ
と
り
隔
離
さ
れ
、
逼
塞
す
る
弟
を

「蛙
退
治
」

に
連
れ
出
し
た

か

っ
た
の
だ
。
弟
が
訪
ね
て
来
た
目
は
、
「同
胞
は
皆
書
生
と
目
黒

の
方

へ
遊

び

に
行

つ
て
」
角
力
事
件
は
知
ら
ぬ
。
し
か
し
、
家
か
ら
出
し
た

「父
」
と
出
さ
れ

た
謙
作
と
が
、
「同
胞
」

の
留
守
中
、
「
し
つ
く
り
」
行

っ
た
と
は
想
像
し
な
い
だ

ろ
う
。
こ
と
さ
ら

「弟
」
に
、
冷
淡
な
仕
打
ち
の
父
を
属
目
し
て
い
た

「兄
」
で

あ
る
。
心
優
し
い
理
解
者
の
後
身
が
、

こ
れ
も
ま
た
、
「父
の
家
」
を
出
て
し
ま

っ

た

「横
須
賀
の
兄
」

で
あ
る
。
「憐
れ
な
男
」
が
慕
わ
し
く
、
追
従
し
よ
う

と
す

る

「兄
」、
そ
の
若
き
姿
で
あ
る
。

し
か
し
、
「殿
様
蛙
を
不
意
に
杖
で
打

ち
殺
す
遊
び
」
の

「先
達
」
者
、

一
行

の
宰
領
者
は
懐
疑
、
逡
巡
の
現

「信
行
」
に
そ
ぐ
わ
ぬ
。
円
覚
寺
の
参
禅
者
を
、

彼
に
擬
し
て
い
た
か
、
わ
か
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
参
禅
の
仮
構
を
抱
い
て
い
た

か
も
、
謙
作

の

「
兄
」
を
ひ
と
り
に
限
定
し
て
い
た
か
も
、
不
明
だ
。

そ
れ
は
晴
れ
や
か
な
遊
び
と
い
い
条
、
あ
ま
り
に
大
量
殺
戮
、
残
虐
な
行
為
で
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あ
る
。
弟
疎
外
に
対
す
る

「兄
」

の
憤
懣
、
正
義
感
を
宿
し
て
い
よ
う
。
闊
達
、

至
純
な
遊
戯
に
類
さ
ぬ
。
こ
の
よ
う
に
解
読
し
な
け
れ
ば
、
五
話
を
読
み
積
ね
て

カ
タ
ル
シ
ス
は
得
ら
れ
ま
い
。

「も
う
千
位
殺
し
た
か
ネ
。
千
人
斬
り
だ
ぜ
」

と
先
達
を
し
て
ゐ
る
兄
が
得

意
ら
し
く
皆
を
顧
み
て
云
つ
た
。
(了
)

大
人
び
た
口
吻
で
あ
る
。
「千
人
斬
り
」

の
大
願
成
就
、
悲
願
達
成

の
語
義

を

わ
き
ま
え
て
い
る
。
謙
作
少
年
と
は
相
当
な
年
齢
差
を
も

つ

「兄
」

で
あ
る
。
中

学
校
の
学
齢
で
あ
ろ
う
。
十
歳
以
上
は
開
い
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
こ
の

「兄
」

は
謙
作
出
生
の
秘
密
を
悟

っ
て
い
る
。
異
父
弟

へ
の
、
男
ら
し
い
憐
憫
が
働
い
て

い
よ
う
。
謙
作
と

「兄
」
と
の
間
に

「他
の
同
胞
」、
も
う

一
人

の
兄
か
、
姉
か
、

あ
る
い
は
両
者
を
は
さ
む
余
地
は
充
分
に
あ

る
。

『憐
れ
な
男
』
と

『謙
作

の
追
憶
』
と
は
同

一
平
面
に
載

っ
て
、
「不
義

の
児
」

を
主
人
公
と
す
る
家
庭
小
説
、
家
族
小
説
の
容
量
を
盛
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
構

想
は

『暗
夜
行
路
』
に
流
入
す
る
も
の
だ
。

順
序
に
は
、
『憐
れ
な
男
』
を
初
収
録
し
た
作
品
集

『荒
絹
』
(大

一
〇
.
二
.
二

三
刊

春
陽
堂
)
の
編
集
が
行
な
わ
れ
る
。
初
出
作
は
二
日
間
を

一
行
ア
キ
で
分
け

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
で
は

「上

・
下
」
を
つ
け
て
、
や
や
構
成
化
を
は
か
る
。
本

文
に
異
同
は
な
い
。
執
筆
時
も

「大
正
八
年

二
月
」
と
明
記
し
て
、
『中
央
公
論
』

発
表
時
を
示
し
て
い
る
。

*

翌
大
正
十
年
度
は

『暗
夜
行
路
』

の

「序
詞

(主
人
公
の
追
憶
)」
、
第

「
一
」
か

ら

「
二
十
六
」
章
ま
で
掲
載
す
る
。
再
出
発
、
試
行
二
作
を
ひ
き
ず

っ
て
出
発
し

た
の
だ
。

そ
の
第

一
回
連
載
時
に
、
有
名
な

「武
者
小
路
実
篤
兄
に
捧
ぐ
」
の
献
辞
を
添

え
る
。
『謙
作
の
追
憶
』
は
採
用
さ
れ
る
が
、
異
同
は
大

き

い
。
「序
詞

(主
人
公

の
追
憶
)」

の
設
定
で
あ
る
。
た
だ
し
書
き
を
省
き
、
第

「
六
」
話
は
全
文
削
除
、

従

っ
て

「弟
」

は
消
去
さ
れ
る
。
各
断
章

一
行

ア
キ
で
、
章
数
字
も
う
た
ぬ
。
進

行
、
累
積
性
を
除
い
た
の
で
あ
る
。
全

「謙
作
」
は

「私
」
に
改
め
る
。
「序
詞
」

は
、
主
人
公
謙
作

の
書

い
た
自
叙
伝
に
仕
立
て
直
し
た
の
で
あ
る
。
「兄
」
も

「咲

子
」
も
特
記
さ
れ
ぬ
。
「他
の
同
胞
」
・
「同
胞
は
皆
」
に
包
含
す
る
。

個
別
の

〈
き
ょ
う
だ
い
〉
は
次

の
よ
う
に
登
場
す
る
。
第

「
二
」
章

(現
、
第
一

の
二
)
に
、

彼
は
不
図
、
直
ぐ
上
の
兄
の
信
行

の
事
を
思

つ
た
。
彼
は
家
族
の
誰
れ
よ
り

も
此
兄
に
好
意
と
親
し
み
を
持

つ
て
居
た
。

命
名
さ
れ
、
「直
ぐ
上
の
兄
」

と
特
定
さ
れ
る
。
初
出
時
の
大
き
な
年

齢
差

を

看
過
し
な
か

っ
た
。
「直
ぐ
上
の
兄
」

の
上
に
、
兄
か
、
姉

の
存
在
す
る
可
能

性

を
残
す
。
信
行
が

「父
の
家
」
を
出
る
人
物
と
構
想
す
る
以
上
、
家
督
者
の
構
想

も
用
意
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
「妹
」

は
第

コ
一ご

章

(現
、
第

一
の
三
)
に
、

別
れ
際

に
信
行
は
咲
子

の
伝
言
だ
と
云

つ
て
、
若
し
暇
な
ら
明
日
、
帝
劇
の

マ
チ
ネ
ー
に
咲
子
と
妙
子
を
連
れ
て
行

つ
て
呉
れ
と
云

つ
た
。
/

(略
)
午

頃
誘
ひ
に
来
た
十
六
と
十
二
に
な
る
妹
達
を
連
れ
て
謙
作
は
帝
国
座
の
女
優

劇
を
見
に
行

つ
た
。

第
四
回
連
載
時

(大

一
〇

・
四
)
の
第

「十
五
」
章

(現
、
第
二
の
三
)
に
、
「姉
」

が
登
場
す
る
。

父
の
留
守
中
、
祖
母
や
母
や
兄
や
姉
な
ど
と
住
ん
で
ゐ
た
茗
荷
谷
の
小
さ
い

古
ぼ
け
た
家

謙
作
を
中
心
に

「直
ぐ
上

の
兄
」
信
行
、
そ

の
上

の

「姉
」
、
下
に

「咲
子
」

と

「妙
子
」
と
の
妹
で
あ
る
。
な
お
、
『憐
れ
な
男
』
で

「十
七
に
な

る
咲

子
」

は
、
年
齢
が
削
除
さ
れ
る
。
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『謙
作
の
追
憶
』

の
初
収
録
作
品
集
は

『
寿
々
』
(大

=

・
四
二
一〇
刊

改
造

社
)
で
あ
る
。
原
題
を
と
ど
め
る
が
、
「序
詞

(主
人
公
の
追
憶
)」
と
同
文
だ
。
執

筆
時
も
初
出
時
で
な
く
、
改
訂
時
の

「
(大
正
九
年

一
一
月
)
」
と
付
記
さ
れ
る
。

同
腹
の

「弟
」
は
初
出

『新
潮
』
に
あ
と
を
し
る
し
た
だ
け
で
、
形
跡
を
失
な
う
。

こ
の
冷
遇
を
作
家
は
忘
れ
て
は
い
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
『暗
夜
行
路
』
前
篇
の
連
載
を
終
え
た
翌
年
、
そ

の
収
録

単
行

本

『暗
夜
行
路
』
(大

一
一
・
七
・
六
刊

新
潮
社
)
が
出
版
さ
れ
る
。
こ
の
時
に
、
ま

た
ひ
と
改
訂
が
ほ
ど
こ
さ
れ
る
。
大
正
十

一
年
六
月
四
日
付
の
園
池
公
致
に
宛
て

た
書
簡

〔
二
七
五
〕
に
、

改
造

の
小
説
と

『暗
夜
行
路
』
の
校
正
が
か
ち
あ

つ
て
暫
く
い
そ
が
し
く
し

て
ゐ
る
、

『暗
夜
行
路

(後
篇
)』

の
「十
二
」
章
後
半
か
ら

「十
四
」
章

(現
、
第
三
の
十

二
～
十
四
)
を
八
月
号
に
当
て
て
執
筆
中
で
あ

る
。
前
篇
の

「校
正
」
は

『謙
作
の

追
憶
』
収
載
本

の
刊
行
後
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
持
ち
越
し
の

〈
き
ょ
う
だ
い
〉

問
題
の
解
決
で
あ
る
。
が
、
別
種

の
問
題
を
は
ら
む
も
と
に
な

っ
て
し
ま
う
。
単

に
字
句
修
正
で
は
な
か

っ
た
。

「序
詞

(主
人
公
の
追
憶
)」
に
加
筆
が
あ

る
。
冒
頭
に
、

私
が
自
分
に
祖
父
の
あ
る
事
を
知

つ
た
の
は
、
私
の
母
が
産
後
の
病
気
で
死

に
、
そ
の
後
二
月
程
経

つ
て
、

第
五
話
に
も
、
重
要
な
加
筆
訂
正
が
あ
る
。

根
岸
の
家

へ
移
つ
て
、
半
年
余
り
経

つ
た
或
る
目
曜
日
か
祭
日
か
の
事
で
あ

つ
た
。
私
は
久
し
ぶ
り
で
祖
父
に
連
れ

ら
れ
て
、
本
郷
の
父
の
家

へ
行

つ
た
。

丁
度
兄
達

二
人
は
書
生
と
目
黒
の
方

へ
遠
足
に
行

つ
て
、
咲
子
と
云
ふ
未
だ

一
年
に
な
ら
ぬ
赤
児
と
そ
し
て
父
だ
け
が
家
に
居
た
。

謙
作
六
歳
、
母
の
死
後
八
ケ
月
あ
ま
り
の
時
点
で
あ
る
。
生
母

は
、
「咲

子
」

の
出
産
後
の
発
病
で
亡
く
な
る
。
同
腹
の
妹

「咲
子
」
が

「弟
」

に
と
つ
て
替
わ

る
。
「弟
」
消
去
を
こ
れ
で
補

つ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
そ

の
下

の

「妙
子
」
が
異

母
妹
に
な
る
。
謙
作

の
五
歳
下
に

「咲
子
」
が
い
る
。
す
る
と
、
咲
子
が

「十
六
」

歳
の
時
、
謙
作
は
二
十

一
歳
位
で
あ
る
。
主
人
公
の
日
常
生
活
に
照
ら
す
と
、
驚

く
べ
き
老
成
だ
。
異
常
な
男
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「兄
達
二
人
」

と
な
る
。
誰
れ
く

を
指
す
の
か
。
「信
行
」

は
と
い

う
と
、彼

は
不
図
、
兄
の
信
行
の
事
を
思

つ
た
。
彼
は
誰
よ
り
も
此

一
人
の
兄
に
好

意
と
親
み
を
持

つ
て
居
た
。
彼
は
此
兄
を

一
寸
思

つ
た
父
け
で
も
、
幾
ら
か

日
頃

の
気
分
を
取
戻
せ
た
。

「直
ぐ
上
の
」
が
削
除
さ
れ
、
改
訂
さ
れ
る
。
「兄
達

二
人
」
は
わ
か
り

に
く

い
。
二
人
の
兄
か
、
兄
と
姉
か
、
判
定
し
が
た
い
。
矛
盾
点
と
す
べ
き
か
。
ー

後
出
す
る
が
、
志
賀
は

「兄
貴
が
二
人
」
と
し
て
い
る
ら
し

い
。
な
ら
ば
、
「此

一
人
の
兄
」
は
二
人
の
う
ち
、
信
行
を
強
調
指
示
す
る
も
の
と
な

ろ
う
。
〈
も
う

一
人
の
兄
〉

の
登
場
だ
。
何
分
に
も

「兄
貴
が
二
人
」
は
は
る
か
後
年
の
発
言
ゆ

え
、
不
確
定
な
要
素
を
含
む
。
兄
と
姉
と
す
れ
ば
、
「此

一
人

の
兄
」
と
も
整

合

し
て
齟
齬
し
な
い
。

「姉
」
に
つ
い
て
は
異
同
は
な
い
。

以
降
、
『暗
夜
行
路
』
前
篇
収
録
の
諸
本
は
、
右

の
新
潮
社
版
を
底
本
と
す
る
。

管
見
に
入

っ
た
も
の
を
挙
げ
る
。

『現
代
日
本
文
学
全
集
25
志
賀
直
哉
集
』
(昭
三
・
七
・
一
刊

改
造
社
)

一
巻
本
四
六
倍
判
、
背
黒
革

・
ク
ロ
ー
ス
装

『志
賀
直
哉
全
集
』
(昭
六

・
六
・

一
五
刊

改
造
社
)

巻
末
に

「編
輯

尾
崎

一
雄
」
と
あ
る
。

改
造
文
庫

『志
賀
直
哉
全
集
第
八
巻
暗
夜
行
路

(前
篇
)』
(昭
六
・
一
二
・
=
一

刊
)
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長
く
放
置
し
て
い
た

『暗
夜
行
路
』
は
、
全
九
巻

『全
集
』
編
纂
の
計
画
を
契

機
に
完
結
さ
れ
る
。
そ
の
第
七
、
八
巻
に
前
後
篇
を
分
載
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「序
詞

(主
人
公
の
追
憶
)」
・
第
二

(
一
～
十
二
)
・
第

二

(
一
～
十
四
)、
第
三

(
一
～
十
九
)
・

第
四

(
一
～
二
十
)
の
構
成
に
整
え
る
。
本
文
は
と
も
か
く
、
現
行
の
構

成
が

確

立
し
た
の
で
あ
る
。
『
全
集
』
第
八
巻

(昭

一
二
・
一
〇

.
一
六
刊
)
が
後
篇
収
録
本

の
初
刊
行
で
あ
る
。
底
本
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
く
。

九
巻
本
菊
判
紺
布
装

『志
賀
直
哉
全
集
』
第

七
巻

(昭
一
二
.
九
.
一
八
刊

改

造
社
)

各
巻
末
に

「校
正

加
納
和
弘
/
相
川
菊
子
/
木
佐
木
勝
」
と
あ
る
。

岩
波
文
庫

『暗
夜
行
路
前
篇
』
(昭

二
二
。
三
.
一〇
刊
)

初
め
て
前
後
篇
を

一
巻
に
納
め
、
し
か
も
、
梅
原
龍
三
郎

・
小
林
古
径

・
榊
原

紫
峰

・
坂
本
繁
三
郎

・
佐
藤
清
蔵

・
武
者
小
路

・
安
井
曽
太
郎

・
安
田
靱
彦
の
装

画
九
葉
を
載
せ
た
、
超
豪
華
本
が
、

『暗
夜
行
路
』
(昭

一
八
・
一
一
・
一
九
刊

座
右
寳
刊
行
會
)

で
あ
る
。

右
は
す
べ
て

「兄
達
二
人
」
・
「姉
」
を
踏
襲
し
て
い
る
。

〈
も
う

一
人
の
兄
〉
が
消
え
て
、
「信
行
」
だ
け
の
兄
に
決
す
る
の
は
、

『志
賀
直
哉
選
集
第

一
巻
暗
夜
行
路
前
篇
』
(昭
二
二
・
一
・
一
〇
刊

小
山
書
店
)

そ
の
い
き
さ

つ
は
知
れ
な
い
。
編
集
、
校
正
の
記
録
も
、
解
説
の
た
ぐ
い
も
な

い
。
～

本
郷
の
父
の
家

へ
行

つ
た
。
丁
度
兄
は
書
生
と
目
黒
の
方

へ
遠
足
に
行

つ
て
、
咲
子
と
云
ふ
未
だ

一
年
に
な
ら
ぬ
赤
児
と
～

次
い
で
、
『現
代
日
本
小
説
大
系
27
志
賀
直
哉
集
』
(昭
二
四
・
四
・
三
〇
刊

河

出
書
房
)
で
も
、
〈
も
う

一
人

の
兄
〉
は
消

え
て

い

る
。
「解
説
」
は
青
野
季
吉
が

書
い
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
、

附
記

こ
の
長
篇
に
は
改
造
社

「志
賀
直
哉
全
集
」
本

(昭
和
十
二
年
)
岩

波
文
庫
本

(
昭
和
十
三
年
)
小
山
書
店
本

(昭
和
二
十
二
年
)
な
ど
が
あ
る
。

本
書
は
小
山
書
店
に
拠
り
、
他
書
と
の
違
ひ
を
作
者
に
た
だ
し
て
完
璧
を
期

し
た
。
最
完
本
と
も
、
決
定
本
と
も
い
へ
る
と
思
ふ
。

現
行
か
ら
見
れ
ば
、
ま
だ

「姉
」
が
残

っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
「姉
」

の
発
見

と
改
訂
は
、
阿
川
弘
之
氏
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
る
。
昭
和
二
十
五
年
五
月

一
日
付

志
賀
宛
の
阿
川
書
簡

(『全
集
』
別
巻

『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
昭
四
九

.
=
一
・
一
〇
刊
、

二
刷
は
昭
五
九

・
六
・
二
〇
刊
)
に
、

失
礼
乍
ら
端
書
に
て
申
上
げ
ま
す
、
十
二
年
版
全
集

『暗
夜
行
路
』
(前
篇
)

二
四
四
頁
第
二
行
目
に

「祖
母
や
母
や
兄
や
姉
な
ど
と
住
ん
で
ゐ
た
茗
荷
谷

の
小

さ

い
古
ぼ

け

た

家
」
と
ご
ざ
い
ま
す
が
、
主
人
公
に

「姉
」
が
あ
つ
た
と
い
ふ
記
述
は
此
処

だ
け
の
や
う
に
存
じ
ま
す
が
、
如
何
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
か
、
私

の
思
ひ
違
ひ

か
も
知
れ
ま
せ
ず
最
後
の
読
合
せ
の
時
充
分
注
意
致
し
て
み
ま
す
が
、
も
し

御
訂
正
な
さ
い
ま
す
御
考
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

一
言
御
通
知
頂
き
た
く
勝
手

乍
ら
お
願
申
し
上
げ
ま
す

幸
い
に
も
、
対
応
す
る
志
賀
の
返
信
が
あ
る
。
昭
和
二
十
五
年
五
月

二
日
付
の

阿
川
宛
書
簡

〔
一
六
六
七
〕

に
、

お

ハ
ガ
キ
あ
り
が
た
う
、
確
か
に
姉
と
い
ふ
人
物
他
で
出
て
来
な
い
な
ら
、

ど
う
か
除
い
て
く
れ
玉
へ
随
分
注
意
し
て
ゐ
る
つ
も
り
で
色

々
さ
う
い
ふ
事

が
あ
る
、
此
間
は
兄
貴
が
二
人
だ
つ
た
し
、
早
々

結

局

、

ケ

ア

レ

ス

・
ミ

ス

と
し

て
処

理

さ

れ

て
し

ま

う

。

「
姉

」

の
指

摘

に

対
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し
て
、
「兄
達

二
人
」
が
連
動
、
想
起
さ
れ

た
の
で
は
な
い
。
「此
間
は
」
は
、
先

年
来
の
小
山
書
店
、
青
野
と
の
や
り
と
り
を
指
す
。

阿
川

・
志
賀
の
往
復
書
簡
は
、
全
八
巻

A

5
判
白
和
紙
装

『志
賀
直
哉
選
集
』

(昭
二
四
・
一
〇

・
三
〇
～
二
七

・
九

・
五
刊

改
造
社
)
の
編
集
、
刊
行
の
途
次

に

か
わ
さ
れ
る
。
『暗
夜
行
路
』
前
篇
収
録

の
第
五
巻

(昭
二
五

・
七

.
六
刊
)
は
、

父
の
留
守
中
、
祖
母
や
母
や
兄
な
ど

と
住
ん
で
ゐ
た
～

と
改
修
さ
れ
る
。
こ
の

『選
集
』
全
巻
末
に

「校
訂

・
校
正

阿
川
弘
之
」
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

時
任
謙
作
の

〈
弟
〉、
〈
も
う

一
人
の
兄
〉、
〈
姉
〉
の
構
想
は
命
脈
を
断
た
れ
た

の
で
あ
る
。
「姉
」
と

「兄
達

二
人
」
と
が
、
あ
る
連
動
性
を
潜
ま
せ
て
い
た
か

も
知
れ
ぬ
点
は
判
明
し
な
い
。

〈
き
ょ
う
だ
い
〉
問
題
は
時
任
家
の
人
数
、
順
序
、

主
人
公
の
年
齢
設
定
、
家
督
者
な
ど
不
可
欠
の
構
想
で
あ

っ
た
は
ず
だ
。
放
置
し

て
し
ま
う
。
以
降
、

『志
賀
直
哉
集

暗
夜
行
路
』
(昭
二
六

・
三
二
一二

刊

新
潮
社
)

『志
賀
直
哉
作
品
集
』
第
四
巻

(昭
二
六
・
四
・
三
〇
刊

創
元
社
)

『暗
夜
行
路
-

現
代
日
本
名
作
選
i

』
(昭
二
七
・
二

・
三
〇
刊

筑
摩
書

房
)『昭

和
文
学
全
集
7
志
賀
直
哉
集
』
(昭

二
八
・
二
・
一
〇
刊

角
川
書
店
)

『現
代
文
豪
名
作
全
集
10
志
賀
直
哉
集
』
(昭
二
八
・
七
.
二
〇
刊

河
出
晝
房
)

『現
代
日
本
文
学
全
集
20
志
賀
直
哉
集
』
(昭
二
九

・
六
・
一
五
刊

筑
摩
書
房
)

な
ど
所
収
の

『暗
夜
行
路
』
が
踏
襲
す
る
。

志
賀
畢
生
の

『暗
夜
行
路
』
は
、
大
正
十
年
に
連
載
を
開
始
す
る
ま
で
に
、
直

接
に
は
、
大
正
元
年
秋
以
来

の
形
成
前
史

を
持

っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
長
期
の
連

載
と
そ
の
後
に
も
長
く
、
い
わ
ば
進
行
史
、
形
成
後
史
を
持

つ
。
拙
稿
は
、
そ
の

一
端
な
り
と
触
れ
え
た
で
あ
ろ
う
か
。
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